
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
約
８
０
０
０

億
ド
ル
の
う
ち
の
47
％
約
３
８
０
０
億

ド
ル
が
対
中
貿
易
赤
字
で
し
た
（
２
０

１
７
年
）
。
こ
れ
が
発
端
で
あ
り
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
こ
の
原
因
を
、
中
国
が

技
術
や
知
的
財
産
を
「
盗
み
」
、
さ
ら

に
対
外
規
制
と
国
内
措
置
に
よ
っ
て
ア

メ
リ
カ
企
業
に
中
国
へ
の
技
術
移
転
を

強
要
し
て
い
る
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
へ

の
中
国
製
品
輸
入
に
対
す
る
関
税
上
乗

せ
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
「
第
１
弾
」
７
月
中
国

か
ら
の
全
輸
入
約
５
０
０
０
億
ド
ル
の

う
ち
、
３
４
０
億
ド
ル
に
対
し
て
、

「
第
２
段
」
８
月
同
１
６
０
億
ド
ル
分

に
対
し
て
、
「
第
３
弾
」
９
月
同
２
０

０
０
億
ド
ル
分
に
対
し
て
、
関
税
を
10

パ
ー
セ
ン
ト
上
乗
せ
、
中
国
か
ら
の
全

輸
入
品
の
半
分
に
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
同
２
７
０
０
億
ド
ル
分
に
対

し
て
も
追
加
の
見
通
し
で
（
そ
の
場
合

は
全
輸
入
品
以
上
に
達
す
る
）
、
関
税

上
乗
せ
幅
も
25
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
し
か
も
当
初
は
ハ
イ
テ
ク
製
品
対

象
だ
っ
た
の
が
、
幅
広
い
日
用
品
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
中
国
は
当
然
な
が
ら
報
復
措

置
に
出
ま
す
が
、
そ
の
規
模
は
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
輸
入
品
１
５
０
０
億
ド
ル

に
対
す
る
５
０
０
億
ド
ル
、
丁
度
三
分

の
一
、
ア
メ
リ
カ
側
の
出
方
に
よ
っ
て

は
追
加
措
置
で
総
計
１
１
０
０
億
ド
ル

（
そ
の
場
合
で
全
輸
入
品
の
73
％
）
。

自
由
競
争
、
自
由
貿
易
の
旗
手
だ
っ

た
ア
メ
リ
カ
の
保
護
主
義
、
こ
こ
に
極

ま
る
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
効
果
は
上

が
ら
ず
、
中
国
か
ら
の
輸
入
品
は
８
％

も
増
え
、
対
中
貿
易
赤
字
幅
も
10
％
拡

大
と
い
う
始
末
で
す
（
２
０
１
８
年
７

月
の
前
年
同
期
と
の
対
比
）
。

つ
ま
り
、
ト
ラ
ン
プ
の
本
当
の
狙
い

は

貿
易
赤
字
削
減
で
は
な
く
、
ア
メ

リ
カ
の
戦
略
的
優
位
を
脅
か
す
「
中
国

製
造
２
０
２
５
」
（
中
国
の
物
作
り
体

系
の
ハ
イ
テ
ク
化
を
促
進
す
る
）
潰
し

に
あ
る
の
で
す
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー

ス
ト
」
は
世
界
の
覇
者
・
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
「
ア
メ
リ
カ
時
代
」
の
終
焉
を

告
げ
る
思
想
で
あ
り
、
政
策
体
系
で
す
。

中
国
に
仕
か
け
た
貿
易
戦
争
、
中
国
経

済
の
先
端
を
走
り
、
技
術
革
新
を
基
礎

と
す
る
抜
群
の
競
争
力
を
培
っ
て
き
た

民
営
Ｉ
Ｔ
企
業
「
華
為
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ

イ
）
」
に
対
す
る
常
識
外
れ
の
攻
撃
。

お
ま
け
に
冷
戦
体
制
に
お
け
る
東
側

陣
営
の
弱
さ
の
象
徴
で
あ
っ
た
「
ベ
ル

リ
ン
の
壁
」
を
地
で
行
く
メ
キ
シ
コ
国

境
へ
の
遮
断
「
壁
」
建
設
へ
の
執
着
。

こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
技
術
革
新
に
支

え
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
す
さ
ま
じ
い
競

争
力
が
委
縮
し
、
ア
メ
リ
カ
を
象
徴
し

た
「
自
由
競
争
」
の
旗
を
投
げ
捨
て
、

か
と
言
っ
て
、
金
融
世
界
で
カ
ジ
ノ
的

振
舞
だ
け
に
頼
っ
て
ば
か
り
だ
と
第
二

の
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
の
到
来
が

恐
ろ
し
い
。

ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
ノ
ー
ベ
ル
経

済
学
賞
受
賞
組
は
揃
っ
て
富
の
99
％
が

１
％
の
富
裕
層
に
独
占
さ
れ
て
い
る
か

ら
経
済
が
委
縮
す
る
の
だ
と
、
現
状
を

厳
し
く
批
判
す
る
。
い
つ
国
民
の
99
％

に
よ
る
し
っ
ぺ
返
し
を
食
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
。

一
見
、
能
無
し
に
写
る
ト
ラ
ン
プ
政

策
体
系
は
庶
民
の
不
安
、
不
満
、
現
状

脱
出
願
望
に
対
し
て
、
眼
を
外
に
、

「
怒
り
」
を
本
質
に
で
は
な
く
、
外
部

世
界
に
向
け
て
爆
発
さ
せ
る
こ
と
に
軸

足
を
置
い
た
、
そ
れ
な
り
に
考
え
抜
か

れ
た
シ
ナ
リ
オ
な
の
で
す
。

（
２
面
に
続
く
）
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ト
ラ
ン
プ
が
仕
か
け
た

米
中
衝
突
の
意
味

山
本

恒
人
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女
性
部
で
は
３
月
10
日
（
日
）
午

後
２
時
か
ら
府
連
事
務
所
で
「
中
国

茶
を
楽
し
む
会
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

中
国
は
お
茶
の
発
祥
地
で
地
域
や
季

節
に
よ
り
様
々
な
お
茶
文
化
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
種
類

は
数
百
種
と
い
わ
れ
ま
す
。

講
師
の
張

小
清
さ
ん
は
お

茶
の
本
場
の
福
建
省
出
身

で
中
国
茶
に
詳
し
い
方
で

す
。

お
茶
の
歴
史
、
種

類
、
産
地
、
製
法
、
効
能

な
ど
の
お
話
は
も
と
よ
り

茶
器
な
ど
に
ま
つ
わ
る
興

味
深
い
お
話
を
お
聞
き
し
な
が
ら
お

茶
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加

費
５
０
０
円
、
定
員
15
名
、
案
内
チ

ラ
シ
を
ご
覧
の
う
え
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
月
28

日

（
木
）
午
後
２
時
か
ら

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
ど
う

す
る
日
中
関
係
～
知
ら

な
い
で
は
済
ま
な
い
戦

後
70
年
～
」
を
使
っ
て

第
３
回
学
習
会
を
行
い

ま
す
。
（
浅
田
美
奈
子
）

女
性
部

３
月
に
中
国
茶
を
楽
し
む
会

２月２４日（日）１２時

大阪中国帰国者センター
阪急千里線・柴島10分

阪急京都線・崇禅寺12分

会費：３０００円

申込み〆切 2月16日

３月21日（祝）３時から５０分
エル・おおさか６階 大会議室

初級、３級（ものしりコース）２級（中国通

コース）１級（百科老師コース）特級（マスター

コース地理、政治経済、歴史、文化芸術・風俗

習慣の４分野から選びます） 締切２月21日

公式テキストと問題集は事務所にあります。

第６回中国百科検定春節のつどい

「
貿
易
戦
争
」
は

未
曾
有
の
規
模

４月１日（月）～９月

６か月２０回２時間授業

見学は随時、要 申込み

無料入門レッスン
３月２６、２８、３０日

府連２０５号教室

中国語講座４月開講

中国茶の説明

ト
ラ
ン
プ
の
狙
い
は

中
国
の
「
先
進
国
へ
の

飛
躍
」
潰
し



赤
岸
鎮
に
漂
着
し
た
空
海
の
一
行
は
、

海
賊
の
嫌
疑
を
掛
け
ら
れ
た
。
地
元
の

役
所
は
、
上
陸
許
可
を
出
さ
な
か
っ
た

の
で
45
日
間
も
留
め
置
か
れ
る
。
10
月

３
日
福
州
尾
港
へ
廻
航
さ
れ
る
。
大
使

藤
原
葛
野
麻
呂
の
書
状
は
福
州
長
官
に

受
理
さ
れ
ず
、
窮
し
た
大
使
は
空
海
に

代
筆
を
依
頼
す
る
。
そ
の
と
き
の
名
文

「
大
使
、
福
州
の
観
察
使
に
与
う
る
が

為
の
書
」
は
、
め
で
た
く
福
州
長
官
に

受
理
さ
れ
る
。
同
時
に
空
海
は
自
身
の

入
京
を
乞
う
「
福
州
の
観
察
使
に
与
え

て
入
京
す
る
啓
」
を
書
い
て
大
使
一
行

と
と
も
に
長
安
へ
旅
立
っ
た
。

長
安
へ
旅
立
つ
前
に
空
海
が
福
州
で

滞
在
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
お
寺
が
開

元
寺
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
涌
泉
寺
（
鼓

山
風
景
区
）
へ
滞
在
し
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。

空
海
が
滞
在
し
た

開
元
寺
を
訪
ね
る

翌
５
月
31
日
、
汪
敏
さ
ん
の
案
内
で

バ
ス
に
乗
り
開
元
寺
へ
。
開
元
寺
は
、

街
の
中
に
あ
っ
た
。
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
門
が
２
つ
続
い
て
い
た
。
そ
の
門
を

く
ぐ
る
と
本
堂
が

あ
る
。
そ
の
本
堂

の
横
に
空
海
の
像

と
「
空
海
入
唐
之

地
」
の
石
碑
が
あ

る
。
そ
の
後
ろ
に

説
明
板
が
あ
っ
た
。

弘
法
大
師

中
日
友
好
之
先
駆

異
国
に
立
つ
空
海
の
像
に
一
礼
し
、

説
明
を
読
む
と
涙
が
に
じ
ん
で
き
た
。

こ
こ
で
も
空
海
の
こ
と
を
「
中
日
友
好

の
先
駆
」
と
称
え
て
い
た
。

「
空
海
大
師

日
本
来
華
学
僧

唐
貞
元
二
十
年
（
公
元
８
０
４
年
）

隋
遣
唐
使
入
閩

曾
駐
錫
福
州
開
元

寺

回
日
本
後
創
立
日
本
仏
教
真
言

宗

創
制
日
本
文
字
平
假
名

編
纂

日
本
第
一
部
字
典

創
辨
日
本
歴
史

上
最
早
私
人
庶
民
学
校

在
仏
学
文

学
書
法
教
育
等
方
面
貢
献
卓
著

被
勅
賜
號
『
弘
法
大
師
』

被
民

間
称
為
『
日
本
文
化
之
人
杰
（
傑
）
』

『
中
日
友
好
之
先
駆
』
」
（
浅
田
勝
美
）

大
阪
府
連
の
太
極
拳
段
級
位
審
査
が

３
月
２
日
午
後
１
時
か
ら
、
ア
ー
ベ
イ

ン
東
三
国
で
行
わ
れ
ま
す
。
各
教
室
か

ら
の
受
験
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
部
指
導
員
が
審
査
を
し
ま
す
。
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空
海
の
初
上
陸
地
「
赤
岸
鎮
」
へ

福
建
省
赤
岸
鎮

空
海
祈
念
堂
訪
問
記

⑦

中
国
は
「
後
発
の
利
益
」
を
享
受

し
な
が
ら
、
世
界
第
二
の
経
済
的
実

力
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

国
際
社
会
は
当
然
に
も
中
国
と
の
関

係
、
す
な
わ
ち
、
中
国
と
の
友
好
と

連
携
を
ぬ
き
に
政
策
決
定
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
が
軍
備
拡
張
と
戦

争
に
頼
ら
ず
、
爆
弾
を
抱
え
た
カ
ジ

ノ
資
本
主
義
に
も
頼
ら
ず
に
、
実
体

経
済
の
回
復
と
安
定
に
つ
な
が
る
こ

と
を
見
抜
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

「
後
発
の
利
益
」
と
は
、
後
発
国
が

先
進
諸
国
と
の
貿
易
や
直
接
投
資
を

受
け
入
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
技
術

を
学
び
、
よ
り
よ
い
シ
ス
テ
ム
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
進
諸

国
よ
り
速
い
経
済
成
長
を
手
に
入
れ

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
か
つ
て
後

発
ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
、
後

発
日
本
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
「
後
発
の
利
益
」
を
得
て
き
た
の

で
す
。

そ
れ
は
「
盗
み
」
で
は
な
く
、
先

進
国
も
そ
の
関
係
に
よ
っ
て
儲
け
、

発
展
し
て
き
た
こ
と
が
、
後
発
国
に

も
同
時
に
利
益
を
与
え
る
と
い
う

「
先
進
と
後
発
」
の
合
理
的
な
経
済

的
行
為
の
結
果
な
の
で
す
。
経
済
学

の
イ
ロ
ハ
の
イ
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
「
貿
易
戦
争
」
仕
か

け
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
へ
の
挑
発
、
昔

な
ら
戦
争
の
危
機
を
も
た
ら
し
た
よ

う
な
ト
ラ
ン
プ
の
「
危
険
な
賭
け
」

に
対
し
て
、
中
国
は
極
め
て
抑
制
的
、

大
人
の
態
度
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
成
長
率
は
世
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
と
は
い
え
直
近
成
長
率
6.6
％

と
28
年
ぶ
り
の
落
ち
込
み
、
生
産
現

場
で
は
深
刻
な
不
況
感
が
漂
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。

中
国
の
強
み
は
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒

で
は
な
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
南
ア
ジ

ア
、
中
央
ア
ジ
ア
、
中
近
東
と
ア
フ

リ
カ
、
ロ
シ
ア
と
東
欧
を
経
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
至
る
「
一
帯
一
路
」
の
壮

大
な
経
済
連
携
な
ど
多
面
に
わ
た
り

ま
す
。
た
だ
政
策
運
営
は
か
つ
て
な

い
緊
張
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

３
月
の
「
全
国
人
民
代
表
大
会
」

（
国
会
）
が
現
況
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
賢
明
な
内
外
政
策
を
議
論
し
、

決
定
し
て
い
く
か
大
い
に
注
目
し
て

参
り
ま
し
ょ
う
。(

副
会
長

山
本
恒
人)

米
中
衝
突
の
意
味

１
面
よ
り

１
月
10
日
（
木
）
堺
支
部
は
例
会

終
了
後
、
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
で
「
堺

日
中
友
好
協
会
」
と
新
年
の
挨
拶
会

を
行
い
ま
し
た
。
井
内
哲
善

堺
日
中

友
好
協
会
会
長
、
堺
市
国
際
課
課
長
、

国
際
課
係
長
、
堺
支
部
か
ら
は
浅
田

支
部
長
、
石
井
副
支
部
長
、
上
村
事

務
局
長
、
藤
田
事
務
局
次
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

初
め
に
「
堺
日
中
友
好
協
会
」
の

紹
介
が
あ
り
、
設
立
35
年
、
会
員
は

約
１
０
０
人
、
井
内
会
長
に
な
っ
て

５
年
に
な
る
と
の
こ
と
。
会
員
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
中
国
に
友
好

ツ
ア
ー
を
取
り
組
み
、
堺
市
の
友
好

都
市
で
孫
悟
空
と
徐
福
で
有
名
な
連

雲
港
市
に
も
友
好
ツ
ア
ー
を
催
し
た

こ
と
も
あ
る
。
中
国
語
教
室
は
国
際

課
の
協
力
を
得
て
開
催
し
て
い
る
、

な
ど
冗
談
も
交
え
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

浅
田
支
部
長
か
ら
今
年
は
フ
ェ
ニ
ー

チ
ェ
（
市
民
会
館
）
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
も
あ
り
、
協
力
し
て

い
っ
し
ょ
に
何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
、
具
体
的
に
は
堺
に
住
ん
で
い
た

加
藤
義
明
さ
ん
の
き
り
え
展
と
か
日

本
で
活
躍
す
る
牛
子
華
さ
ん
の
水
墨

画
展
な
ど
の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

井
内
会
長
は
「
日
中
友
好
の
目
的
は

同
じ
。
一
緒
に
や
れ
る
こ
と
は
協
力

し
て
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
の
対
中
国
政
策
に
一
貫
性
が

な
い
中
、
大
阪
府
連
は
高
槻
日
中
友

好
協
会
や
大
阪
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
と

の
交
流
も
深
め
て
い
ま
す
。
南
京
問

題
を
取
り
組
む
中
で
「
南
京
銘
心
会
」

な
ど
他
団
体
と
の
と
の
協
力
協
同
を

進
め
て
い
ま
す
。

（
石
井

勉
）

「
堺
日
中
友
好
協
会
」
と
新
年
の
挨
拶
会

講師：山本恒人氏(大阪経済大学名誉教授）

２/１７（日）講演２時、総会３時半

城東区民センター 中会議室（４階）

先着２５名、資料代５００円（会員無料）

城北支部結成総会記念＆

第４回中国のそこが知りたい講演会

中国の夢と私たちの2019年

太
極
拳
段
級
位
審
査

中
国
は
大
人
の
対
応

注
目
さ
れ
る
３
月
全
人
代


